
買取り協議しませんか

その角地、横浜市 と

見通し確保の必要性の高い角地で拡幅を推進するため、すみ切用地と後退用地を横浜
市が買取り、道路区域に変更するための協議ができます。

●交差点に接している角地、またはクランクしている
　路地の角地（準角地）であるもの
●接する道路が2本とも公道で、そのうち少なくとも
　1本が整備促進路線であるもの
●すみ切用地と後退用地の両方を道路状に整備するもの
●買取りを行うことで建築基準法に抵触しないもの
●買取り条件を全て満たすもの

❶敷地の境界が確定していること。
❷分筆登記を行う際に、近隣の方の承諾が得   
　られること。
❸変更登記等の手続が必要な場合は手続がさ
　れていること。
❹買取り対象の土地に桝や擁壁の底版がない
　こと。
❺その他道路管理者等が必要と認める条件が
　満たされていること。
（裏面の買取り条件の例もご参照ください。）

主な買取り条件

（以下の全てを満たす場合に限ります）
＜買取り対象となる土地＞＜買取り対象となる土地＞



【買取り価格の考え方】【買取り価格の考え方】

手続の流れ

土地価格は固定資産税における土地の価格※（評価額）を基準として、
以下の方法で価格を算定します。

【注意事項】
（１）買取り条件を満たせなくなった場合、買取りを行えない場合があります。
（２）故意に買取りの協議を中断させた場合、測量等にかかった費用の返還請求を行う場合があります。
（３）買取りを行うすみ切用地については、形状やサイズに規定があります。
（４）評価額は買取り協議成立年度の価格とします。

❶すみ切用地…評価額の㎡単価の100％×すみ切面積
❷後退用地…評価額の㎡単価の10％×後退用地の面積
※固定資産の価格は納税通知書裏面の課税明細書を参照してください。

申請者の手続

買取り協議事前調査依頼申出書の提出

買取り条件を満たすことの確認

買取り協議書の提出

横浜市の手続

※既に整備が終わっている場合は不要になることがあります。
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